「北方圏講座」
世界最北の村からのメッセージ・植村直巳の思い出
「極北グリーンランドの自然・環境・人々」講演会
主 催；　(社)北方圏センター・NPO北海道自然エネルギー研究会

後 援；　北海道・北海道教育委員会・札幌市・札幌市教育委員会
         朝日新聞社・毎日新聞社・読売新聞社・北海道新聞社
         NHK札幌放送局・HBC・STV・HTB
グリーンランド北部、世界最北の村シオラパルクに1972年以来永住する大島育雄氏を招聘し、グリーンランドの自然や環境、人々の今について報告いただく。

シオラパルク訪問当初は植村直巳氏と共同生活。1977年には日大北極点遠征隊として犬ぞりで北極点へ。ウルルン滞在記でも紹介された｢ポーラー・エスキモー｣とイヌイットの猟師として生きる大島氏の30年来の暮らし。北極と北極海の様子を最もよく知る人として、北の暮らしの｢生きる知恵｣を聞き取りたい。
 日　時    2008年12月5日(金)18:30～20:30
 会　場    (社)北方圏センター（道庁別館12Ｆ）　
                   中央区北３西７
 内　容                                    
　　　　　第1部　講演会｢極北グリーンランドの自然・環境・人々を語る｣
                 演　者；大島育雄 氏（グリーンランド、シオラパルク在住）
　　　　　　　　　　　 世界最北の地に渡って30数年、イヌイットの猟師としてイヌイ

ットの夫人とともに生活する。｢エスキモーになった日本人｣の著書もある。
           第２部　大島育雄氏に聞く
                   コーディネーター；日下　稜 氏（北見工業大学4年生）
         　　　　　高校2年生夏に50日間、この冬2･3月に30日間、大島氏の協力で北部グリーンランドに滞在。「高校生ひとり白夜のグリーンランドを行く」の著書もある。
 参加費　　無　料（先着８０名）
 申込み　　(社)北方圏センター調査研究出版部
　　　　　　　　　Tel   011-221-7840
